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第 9回日本小児へそ研究会のご挨拶 

 

このたび第 9 回日本小児へそ研究会をお世話させていただくこととなり、大変光栄に存

じます。同時にこのような機会を与えていただきました諸先輩や会員の皆様方には心より

感謝申し上げます。今回の研究会も、第 123 回日本外科学会定期学術集会会頭であられる

東京慈恵医科医学外科学講座 血管外科教授 大木隆生先生のご厚意により、同学術集会開

催期間中に開催させていただく運びとなりました。 

小児外科には臍ヘルニア、臍腸管・尿膜管瘻、臍帯ヘルニア、腹壁破裂、総排泄腔外反な

ど臍に関わる特有の疾患があり、種々の手術法が行われています。一方、小児外科で臍を用

いた開腹手術としては、1986 年の Bianchi らによる circumumbilical incision を用いた肥

厚性幽門狭窄症に対する手術が最初だったかと思いますが、その後、半弧状やΩ切開のほか

sliding window などの開腹方法の工夫だけではなく、その整容性に着目し腸閉鎖症などの

疾患の手術などにも臍が用いられるようになりました。また小児内視鏡外科手術において

も臍部単孔式手術が広く行われるようになり、さらに多くの疾患に対し臍を利用した手術

が内視鏡外科手術時に併用されるようになりました。そこで今回の研究会の主題は、「臍の

手術・臍を用いた手術－取組・創意・工夫」といたしました。「へ―そうなんだ、へーそう

するんだ、へ―そんなこともあるんだ、へーそんなこともできるんだ」など、臍における手

術における皆様の取り組み、創意や工夫を発表して頂き、参加された皆様と熱い議論を繰り

広げて頂ければ幸甚に存じます。未だ新型コロナ感染症も収まっていませんが、今回の研究

会は現地での開催を予定しています。このような状況下ではありますが、小児外科医のみな

らず多領域の外科の先生方の多数のご参加を心よりお待ちしております。 

また学術集会が現地開催された場合、東京慈恵医科医学外科学講座（小児外科）の芦塚 修

一先生および黒部 仁先生のご協力を頂き、研究会終了後に日本へそ研究会と日本外科学会

学術集会小児外科分野との合同で情報交換会を予定しています。Face to Face で得られる

交流は貴重な財産で、プレゼンテーション以外の off the job での交流も重要かと考えます。

その場を提供するという意味でも、情報交換会にも多数の方にご参加いただき楽しんでい

ただければ幸いです。今回の企画を通じ、外科学会、特に小児外科領域の更なる活性化につ

ながることを祈念いたします。 
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参加者へのご案内とお願い 

 

第 123 回日本外科学会定期学術集会は対面形式を主軸とした現地開催のため、本研究会も

現地のみの開催となります。 

 

Ⅰ．開催日時  

令和 5 年 4 月 28 日（金） 17:25～19:40 

抄録集は受付の際に 1 部お渡しいたします。 

 

Ⅱ．開催場所  

第 6 会場（グランドプリンスホテル新高輪 国際パミール 2F/青葉） 

 

Ⅲ．参加費について 

 外科学会学術集会の参加証をお持ちの皆様には無料で、研究会のみの参加の皆様は 3,000

円になります。 

 

Ⅳ．第 123 回日本外科学会定期学術集会の参加登録について 

参加登録および発表データ受付、データ持込につきましては定期学術集会 HP 

（https://jp.jssoc.or.jp/jss123/index.html）にてご確認ください。 

 

Ⅴ．口演発表について 

  事前に発表データ受付にて発表演題の登録をお願いいたします。発表時間および質疑応

答の時間は事前に発表者にお伝えしております。時間厳守でお願いいたします。 

 

Ⅵ．座長の先生へ 

 ご担当のセッション開始 10 分前にご準備をお願いいたします。座長紹介のアナウンスは

ございません。時間を確認し円滑な進行をお願いいたします。 

 

Ⅶ．一般討論者へ 

 座長の許可を受けたうえで、ご所属、ご氏名を明らかにして討論を開始してください。 

 

Ⅷ．二次抄録について 

 日本小児外科学会雑誌に抄録を掲載いたしますので、抄録内容に変更のある場合は研究

会終了後 1 週間以内に第 9 回日本小児へそ研究会運営事務局 中畠（pedsurg@nara-hp.jp)

までご連絡ください。 

https://jp.jssoc.or.jp/jss123/index.html
mailto:pedsurg@nara-hp.jp
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施設代表者会議・情報交換会のご案内 

 

施設代表者会議 

会合名：第 9 回日本小児へそ研究会 施設代表者会議 

日時：令和 5 年 4 月 28 日（金） 18:50～19:00 

 

 

日本小児へそ研究会および日本小児外科学会合同情報交換会 

日時：令和 5 年 4 月 28 日（金） 20:00～22:00 

開催場所：TKP ガーデンシティ PREMIUM 品川５Ｆ 

（https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-shinagawa/） 

〒108-0074 

東京都港区高輪 4-11-16 京急第 11 ビル 5 階・6 階 

 

会費：6,500 円 

 

  

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-shinagawa/
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プログラム 

 

 

17 時 25 分～17 時 30 分   

開会の辞            米倉 竹夫（奈良県総合医療センター 小児外科） 

 

 

17 時 30 分～18 時 10 分 

セッションⅠ 臍を用いた手術 

座長 奈良県総合医療センター 小児外科 中畠 賢吾 

 

1. Hirschsprung 病に対する TANKO を用いた手術 

兵庫医科大学病院 小児外科 野瀬 聡子 

 

2. 臍周囲切開＋正中切開による手術 

広島大学病院 小児外科 佐伯 勇 

 

3. 当院で経験した臍を用いた新生児手術の検討 

東京慈恵会医科大学 外科学講座 小児外科 大橋 伸介 

 

4. 当科における臍部術後肉芽形成の後方視的検討 

関西医科大学附属病院 小児外科 佐竹 良亮 

 

 

18 時 10 分～18 時 50 分 

セッションⅡ 臍ヘルニア・臍形成 

座長 大阪大学 小児成育外科 神山 雅史 

 

5. 臍ケロイドの 2 小児例 

公立松任石川中央病院 小児外科 大浜 和憲 

 

6. 臍ヘルニアの不適切な圧迫にて炎症性皮下腫瘤が形成された 1 例―安全かつ適切な臍

ヘルニアの圧迫治療法― 

九州医療センター 小児外科  甲斐 裕樹 
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7. 乳児臍ヘルニア臍脱部の大きさの経時的変化について 

四国中央病院 小児外科 大塩 猛人 

 

8. Slit-Slide 法による臍形成―アンケートによる術後長期満足度調査― 

鹿児島大学病院 小児外科 大西   峻 

 

 

18 時 50 分～19 時 00 分 

施設代表者会議 

 

 

19 時 00 分～19 時 35 分 

セッションⅢ 臍帯ヘルニア・腹壁異常 

座長 東京慈恵会医科大学 外科学講座 小児外科 黒部 仁 

 

9. ゲーベンクリーム塗布による保存加療を施行した巨大臍帯ヘルニアの 2 例 

大阪大学 小児成育外科 松井   淳 

 

10. 臍帯ヘルニア術後の創部感染により生じた腹壁瘢痕ヘルニアに対して Components 

separation technique が有用であった一例 

東京大学医学部附属病院 小児外科 則内 友博 

 

11. 胎児期臍帯嚢胞破裂に起因する臍膀胱瘻の 1 例 

九州大学病院 小児外科 福田 篤久 

 

12. 臍帯羊膜をサイロとして用い新生児期に一期的修復術を行った全肝脱出の臍帯ヘルニ

アの 1 例 

奈良県総合医療センター 小児外科 木村 浩基 

 

 

19 時 35 分～19 時 38 分 

次期会長挨拶                奥山 宏臣（大阪大学 小児成育外科） 

 

 

19 時 38 分～19 時 40 分 

閉会の辞             米倉 竹夫（奈良県総合医療センター 小児外科） 
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協賛企業 

 

株式会社大塚製薬工場 

科研製薬株式会社 

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 

株式会社ツムラ 

ノーベルファーマ株式会社 

ミヤリサン製薬株式会社 

（五十音順） 

 

 

 

 

 

第 9 回日本小児へそ研究会を開催するにあたり、上記の企業をはじめとして多くの方々

に多大なるご協力ならびにご厚情を賜りました。 

 この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

 

第 9 回日本小児へそ研究会 

会長 米倉 竹夫 

事務局 中畠 賢吾 
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